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今年の元日に発生した令和6年能登半島地震が記憶に新しいですが、日本は常に地震災害のリスクにさらされています。
将来的には巨大地震が高い確率で発生するとも予想されています。そこで、今回は災害時のレジリエンス（回復力・
強靭性）の観点からクリーンデバイスの課題について考え、その解決策となるKOACHを紹介します。

震災時におけるクリーンルームの課題
　一般のクリーンルームについて想定される震災時の被
害を考えてみましょう。

天井・天井裏設備の落下
　一般のクリーンルームは
天井部にファンフィルタユ
ニット（FFU）を設けるの
で、天井に重量物がある構
造となります（図1）。高
い清浄度が要求されればそ
れだけクリーンルームは必
要なFFUの数が増えるため、天井にかかる重量も大きく
なってしまいます。そのため、地震が起きた際に天井が
重量物に耐えられず崩落する危険があります｡

クリーンルーム内への閉じ込め
　一般の室内と同様にクリー
ンルームも地震で扉が開かな
くなり閉じ込められてしまう
リスクがあります。クリーン
ルーム内には危険なガスを使
用する装置や薬品類が置かれ
ていることがあり、それらが
漏れたり飛散したりするかもしれません。また、空調シ
ステム停止による酸欠のリスクもあります。これらのこ

とを考えると、クリーンルームに閉じ込められたときの
危険性は非常に高いと言えます。

復旧に長期間を要する
　一般のクリーンルームは気密性の高い構造の建屋とな
ります。地震の被害は天井だけでなく建屋の壁面や柱な
どの構造物にも発生することが想定されます。たとえ大
きな損壊がなく建屋としての安全性に問題がなかったと
しても気密が取れなくなってしまう可能性があり、そう
なればクリーンルームとして機能させることはできなく
なります｡
　また、一般のクリーンルームはFFUや配管・空調設
備、前室・エアシャワー室など、多くの付属設備が必要
となります。被害を受ける箇所もその分多くなり、復旧
するまでの時間と労力も比例して大きくなることが想定
されます。
　過去の大震災において、クリーンルームの被災により
約3カ月間の操業停止を余儀なくされた工場の事例もあ
り、クリーンルームの被災は企業に大きな打撃を与える
ということがわかります※4。

多大な電力が事業再開の足枷に
　運用時に膨大な電力を要する一般のクリーンルーム
は、被害がなくても災害後の電力規制によって運用でき
なくなるというリスクもあります。被災後の電力に余裕
がない状況下において、なるべく早期に事業を再開する
ためには、少ない電力で運用できるということもポイン
トとなります。

災害大国ニッポン
　日本は、その位置、地形、気象などの自然的条件によ
り、地震、台風、火山噴火などの自然災害が発生しやす
いとされています。内閣府の防災白書によると、日本で
発生した地震の割合※1は、1996年～2005年に世界中で発
生したマグニチュード6以上の地震のうち20.8％を占めて
います。世界の0.25％という国土面積に比して、地震の発
生割合は非常に高くなっています。
　特に日本列島は、地球の表面を覆うプレートのうち4枚
の境界に位置しているため、プレートの運動に起因する
地震が頻発しています。文部科学省研究開発局地震火山
防災研究課 地震調査研究推進本部の発表※2によると、今
後30年以内に、マグニチュード8～9クラスの南海トラフ
巨大地震が70～80％の確率で発生すると予測されていま
す。この地震は関東地方から九州地方にかけての広域で

起きると想定されているので、被害の発生は広い範囲に
及ぶことが想定されます。

巨大地震の産業への影響
　巨大地震は、我々の生活はもちろんのこと、産業へも甚
大な被害をもたらします。先の令和６年能登半島地震で
も、該当する地域に生産拠点を持つ企業や地場の企業にお
いて建物や設備の損傷等の被害が多数発生しました※3。
　企業の設備被害として影響が大きいとされるもののひと
つにクリーンルームの損傷があります。実際に過去の震災
で、クリーンルームが被害を受けたことで長期にわたり生
産が開始できなかったという事例がいくつも見受けられま
す。レジリエンスが高く、地震に強いクリーンルームを備
えることは、災害大国の日本において不可避の課題である
と言えるのではないでしょうか。

KOACHインフォメーション

災害に強い・復旧が早い

レジリエンスが高いＫＯＡＣＨレジリエンスが高いＫＯＡＣＨ
オープンクリーンシステム

図1　垂直一方向流方式のイメージ
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写真：PIXTA

※1　内閣府.“防災白書 災害を受けやすい日本の国土”  https://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h18/bousai2006/html/honmon/hm01010101.htm
　　 （参照2024-10.02）
※2　地震調査研究推進本部.“南海トラフで発生する地震”  https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kaiko/k_nankai/（参照2024-10.02）
※3　経済産業省.“令和6年能登半島地震に伴う被害について”  https://www.meti.go.jp/press/2023/03/20240315007/20240315007.html（参照2024-10.02）
※4　伊東維年（2017）「熊本地震に伴う大手半導体メーカーの被害状況と復旧過程」『松山大学論集』29（4）.p.65-96
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『ジャパン・レジリエンス・アワード』※受賞
　フロアーコーチのレジリエンスの高さが評価され、第1回ジャパン・レジリエンス・アワード（強
靭化大賞）において、ものづくり分野「最優秀レジリエンス賞」を受賞しました。「天井に重量物
を配置せず簡易な構造とすることで、災害時にフレキシブルに対応でき、速やかな復旧につながり、
BCP対策においても有効な取り組となっている。」と評価されています。

※次世代に向けたレジリエンス社会構築へ向けて強靭なくにづくり、地域づくり、人づくり、産業づくりに資する活動、技術開発、製品
　開発等に取り組んでいる先進的な企業・団体を評価、表彰する制度（主催：一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会）

図2　災害に強い「フロアーコーチ」

災害に強いKOACH
　次に、一般のクリーンルームと比較してKOACHがど
のようにレジリエンスが高いかを紹介します。

シンプル構造がもたらすメリット
　オープンクリーンシステムKOACHのルームタイプ「フ
ロアーコーチ」は、クラス1の高いクリーン環境を形成で
きるクリーンルームでありながら、積み木方式で組み
立てたプッシュフードと気流の直進を補助するガイド
スクリーンを組み合わせたシンプル構造となっています
(図2）。

天井に重量物がない
　まず、一般のクリーンルームのFFUに相当するプッ
シュフードが壁の一面となる構造なので、ガイドスク
リーンの天井には重量物が載っていません。よって、地
震でフロアーコーチの天井が崩落する心配はほとんどあ
りません。また、ガイドスクリーンはアルミ製のフレー
ムと塩ビシートという軽量な素材で構成されており、一
般的な壁のように崩れたりひび割れたりすることはない
と言えます。
　実際に、東日本大震災における宮城県や令和6年能登半
島地震における石川県をはじめとする全国のフロアー
コーチ導入ユーザーから、これまで地震による損傷が発
生したという報告はありません。

閉じ込められる不安がない
　フロアーコーチは、最下流部に約1ｍの開口が設けられ
ており、常にそこから室内の空気を排出する開放型のク
リーンルームです。従来の密閉された閉鎖的なクリーン
ルームとは異なる構造なので、災害時の避難もこの開口
部から迅速に行うことができます。
　また、前述のとおり、フロアーコーチのガイドスク
リーンはアルミ製フレームと塩ビシートで構成されてい
ます。フロアーコーチの開口部が塞がれてしまうなどの
緊急時には、カッターなどの刃物で塩ビシートを切り裂
いて外に逃げ出すことができます。透明な塩ビシートな
らフロアーコーチ内から外側の状況を確認しやすいとい
う安心感もあります。

気密をとる必要がなく、復旧が早い
　フロアーコーチは気密を取らなくてもクリーン環境を
形成できるという点においても、レジリエンスが高いと
言えます。プッシュフードが破損した場合は該当する
プッシュフードを交換し、複数枚のパネルをつなぎ合わ
せて組み立てられているガイドスクリーンが損傷した場
合は該当するパネルを交換すれば修復できるので、復旧
までに長い期間を要しません。
　フロアーコーチは配管等の付属設備が比較的少ないの
で、損傷しても修復する箇所が少なくて済むと言えま
す。大がかりな改修工事は必要ないので、時間だけでな
く費用面でもメリットが大きいです。

消費電力が低い
　KOACHは一般のクリーンルームと比べて、圧倒的な
低消費電力を実現しています。100㎡の空間を清浄化する
としても、約3kWhで運用が可能です。工業用の大容量電
源でなくても稼働ができるので、再開も比較的早期に行
えると思われます。

ほかにもあるKOACHのレジリエンス

早期に拠点を移せる
　フロアーコーチ自体に被害がなかったとしても、被災
した地区の被害が甚大で、元の建屋での生産を再開でき
ずに拠点を移さなければならないことも想定されます。
フロアーコーチであれば資材を100％再利用した移設が可
能なので、一からクリーンルームをつくり直すことな
く、生産の拠点を移すことができます。

工期が短い
　フロアーコーチは約100㎡規模であっても約1週間で引
き渡しができます。一からクリーンルームをつくり直す
必要がある場合も、フロアーコーチの短工期というメ
リットが大いに役立つはずです。

資材不足・人材不足のリスクが少ない
　現在、建設業では資材不足・人手不足が深刻な問題と
なっており、災害発生後には更に激化することが想像され
ます。フロアーコーチは、比較的資材が少なくて済みます。
大掛かりな工事が不要なので、一般的なクリーンルームの
建設と比べると、人手を大幅に減らすことができます。

ガイドスクリーン
・天井に重量物がない
・アルミ製フレーム+塩ビシートの軽量素材
・開口部があり透明素材で開放的
・気密をとる必要がない

プッシュフード

■株式会社島根富士通　様

　「震災のような災害が起きた時でも、天井に重量物がな

いので安心です。富士通では、2011年の震災時に福島県

で製造ができなくなった製品を島根で製造したことがあり

ます。そういった経験を踏まえて、設備投資の際は会社全

体のBCP対策も考慮しなければならないと考えており、そ

の点においてもKOACHに魅力を感じています。」

高く評価されたKOACHのレジリエンス
KOACHのレジリエンスの高さを評価されたお客様の声を紹介します。

VOICE

当誌2013年9月号より
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　フロアーコーチのレジリエンスの高さが評価され、第1回ジャパン・レジリエンス・アワード（強
靭化大賞）において、ものづくり分野「最優秀レジリエンス賞」を受賞しました。「天井に重量物
を配置せず簡易な構造とすることで、災害時にフレキシブルに対応でき、速やかな復旧につながり、
BCP対策においても有効な取り組となっている。」と評価されています。
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図2　災害に強い「フロアーコーチ」

災害に強いKOACH
　次に、一般のクリーンルームと比較してKOACHがど
のようにレジリエンスが高いかを紹介します。

シンプル構造がもたらすメリット
　オープンクリーンシステムKOACHのルームタイプ「フ
ロアーコーチ」は、クラス1の高いクリーン環境を形成で
きるクリーンルームでありながら、積み木方式で組み
立てたプッシュフードと気流の直進を補助するガイド
スクリーンを組み合わせたシンプル構造となっています
(図2）。

天井に重量物がない
　まず、一般のクリーンルームのFFUに相当するプッ
シュフードが壁の一面となる構造なので、ガイドスク
リーンの天井には重量物が載っていません。よって、地
震でフロアーコーチの天井が崩落する心配はほとんどあ
りません。また、ガイドスクリーンはアルミ製のフレー
ムと塩ビシートという軽量な素材で構成されており、一
般的な壁のように崩れたりひび割れたりすることはない
と言えます。
　実際に、東日本大震災における宮城県や令和6年能登半
島地震における石川県をはじめとする全国のフロアー
コーチ導入ユーザーから、これまで地震による損傷が発
生したという報告はありません。

閉じ込められる不安がない
　フロアーコーチは、最下流部に約1ｍの開口が設けられ
ており、常にそこから室内の空気を排出する開放型のク
リーンルームです。従来の密閉された閉鎖的なクリーン
ルームとは異なる構造なので、災害時の避難もこの開口
部から迅速に行うことができます。
　また、前述のとおり、フロアーコーチのガイドスク
リーンはアルミ製フレームと塩ビシートで構成されてい
ます。フロアーコーチの開口部が塞がれてしまうなどの
緊急時には、カッターなどの刃物で塩ビシートを切り裂
いて外に逃げ出すことができます。透明な塩ビシートな
らフロアーコーチ内から外側の状況を確認しやすいとい
う安心感もあります。

気密をとる必要がなく、復旧が早い
　フロアーコーチは気密を取らなくてもクリーン環境を
形成できるという点においても、レジリエンスが高いと
言えます。プッシュフードが破損した場合は該当する
プッシュフードを交換し、複数枚のパネルをつなぎ合わ
せて組み立てられているガイドスクリーンが損傷した場
合は該当するパネルを交換すれば修復できるので、復旧
までに長い期間を要しません。
　フロアーコーチは配管等の付属設備が比較的少ないの
で、損傷しても修復する箇所が少なくて済むと言えま
す。大がかりな改修工事は必要ないので、時間だけでな
く費用面でもメリットが大きいです。

消費電力が低い
　KOACHは一般のクリーンルームと比べて、圧倒的な
低消費電力を実現しています。100㎡の空間を清浄化する
としても、約3kWhで運用が可能です。工業用の大容量電
源でなくても稼働ができるので、再開も比較的早期に行
えると思われます。

ほかにもあるKOACHのレジリエンス

早期に拠点を移せる
　フロアーコーチ自体に被害がなかったとしても、被災
した地区の被害が甚大で、元の建屋での生産を再開でき
ずに拠点を移さなければならないことも想定されます。
フロアーコーチであれば資材を100％再利用した移設が可
能なので、一からクリーンルームをつくり直すことな
く、生産の拠点を移すことができます。

工期が短い
　フロアーコーチは約100㎡規模であっても約1週間で引
き渡しができます。一からクリーンルームをつくり直す
必要がある場合も、フロアーコーチの短工期というメ
リットが大いに役立つはずです。

資材不足・人材不足のリスクが少ない
　現在、建設業では資材不足・人手不足が深刻な問題と
なっており、災害発生後には更に激化することが想像され
ます。フロアーコーチは、比較的資材が少なくて済みます。
大掛かりな工事が不要なので、一般的なクリーンルームの
建設と比べると、人手を大幅に減らすことができます。

ガイドスクリーン
・天井に重量物がない
・アルミ製フレーム+塩ビシートの軽量素材
・開口部があり透明素材で開放的
・気密をとる必要がない

プッシュフード

■株式会社島根富士通　様

　「震災のような災害が起きた時でも、天井に重量物がな

いので安心です。富士通では、2011年の震災時に福島県

で製造ができなくなった製品を島根で製造したことがあり

ます。そういった経験を踏まえて、設備投資の際は会社全

体のBCP対策も考慮しなければならないと考えており、そ

の点においてもKOACHに魅力を感じています。」

高く評価されたKOACHのレジリエンス
KOACHのレジリエンスの高さを評価されたお客様の声を紹介します。
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